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ノー残業デーが週1日から3日に増加、基本給もアップ。

RPAで大幅に効率化が進み、職員からも高評価

（左から）藤田 直樹 氏、森本 晃太 氏
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CORPORATE PROFILE
社　名

事業内容

ウェブサイト

社会保険労務士法人
綜合経営労務センター

給与計算や従業員の入退社時の
手続きなど労務管理のサポート

https://www.jinji-roumu-
consul.com/ 　企業の給与計算や従業員の入退社時の手続き、行政との公文書の手続きなど、

総合的な労務管理のサポートを行う社会保険労務士法人綜合経営労務センター。
同社は2017年から3年ほどかけてRPAツールを検討していたが、機能と価格、操作
性のバランスが適したRPAに出会えず、二の足を踏んでいたという。そんな時、Biz
Robo!パートナーのシースリーインデックス社のセミナーでBizRobo! miniを知る。
費用とパフォーマンスのバランスが取れていたこと、他のデジタルツールに対応
する汎用性の高さ、操作が難しすぎないことなどを理由に導入を決定した。単純
作業で労務士としてのスキルが得にくい公文書の取得業務から導入し、少しずつ
ロボットの業務範囲を広げた。職員が単純作業から解放され、これまで週1日だっ
たノー残業デーが週3日に。さらに、残業代の減少分は基本給を上乗せし対応した
ことで、職員からも好評だ。また、効率的に作業できることで、これまでは現場
の社員が負担に感じていた大規模な業務を前向きに受けてもらえるようになるな
ど、社内の雰囲気が変わりつつある。

- お話を伺った方 -
社会保険労務士法人　綜合経営労務センター
代表　藤田 直樹 氏
係長　森本 晃太 氏

Highlight

ノー残業デーが週1日から3日に増加。残業代がなくなった
分を基本給へ反映し実質的な昇給に

費用と機能のバランスや他のデジタルツールとの相性の良さ
からBizRobo! miniを導入

負担の大きい単純作業をRPA化、労働時間が削減し、
全体の生産性が1.5倍に向上
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操作が直感的で扱いやすいことを重視

3年に及ぶRPA選定期間では、4つの
RPAツールを比較した。同社が導入を
検討しはじめた2017年は、まだ世間に
RPAが浸透しておらず、高価なものや
操作が難しいものが多かったという。
「安ければ納得できるRPAは見つから
ないし、高くてハイスペックなもので
は社内への浸透が難しい。なかなか最
適なものが見つからず、今は背伸びし

て導入するタイミングではないのかも
しれないと考えながらツールを探して
いました」と藤田氏。
　BizRobo!を知ったのはBizRobo!パー
トナーのシースリーインデックスが
2020年に開催したセミナーがきっか
け。kintoneをはじめ現在利用してい
る他システムと対応する汎用性の高さ
や、操作に必要な技術レベルが高過ぎ
ないこと、費用とパフォーマンスのバ
ランスなどを評価し導入を決定した。

開発主担当で導入にも関わっていた森
本晃太氏は、「高性能を謳うほかのRPA
よりも操作が直感的で、扱いやすいと
感じた」と語る。その後は職員向けの
勉強会を開いてBizRobo!でできる業務
への理解を深めた。導入資金には補助
金も活用。補助金申請の期間も含めて
半年ほどで導入に至った。現在は1台
のBizRobo! miniを利用しており、細か
なものを含めると10体以上のロボッ
トが稼働している。

他システムとの相性や費用とパフォーマンスの
バランスを評価

　　　 を
選んだ理由

働き方改革の一環として、
代表みずから3年かけて情報収集

 綜合経営労務センターでは2020年の
夏からBizRobo! miniを利用している。
同社では誰でもできる単純作業に職員
の時間が取られていることや、勤続年
数の短い職員が単純作業に終始するこ
とで経験値が貯まらず成長できない点
に課題を感じていた。また、労務士の
業務は年に一度行われる労働保険の更
新など、特定の時期に膨大な作業が集
中し、非常に多忙になることがある。
加えて業務が担当制のため、特定の社
員に作業が偏ってしまうといった課題
もあった。
　導入を主導したのは代表の藤田直樹
氏。自らアンテナを張って情報収集
し、RPAの検討に3年近い時間をかけ

た。「社員が多くの時間を取られてい
る単純作業や繰り返し作業を合理化し
生産性を上げる解決策に、RPAが適し
ていると考えました。働き方改革の一
環としてロボットを活用することで、

職員が自由に自分の時間を使えて、生
活を充実させることができる環境を作
りたいという思いがありました」（藤
田氏）

単純作業が多く、職員の労働時間をコントロール
できない状況の打開策にRPAを検討

導入背景

藤田 直樹 氏
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RPA前提に社内の意識が変化。余裕が
生まれ、仕事に前向きな空気が浸透

　BizRobo!の導入により、これまでは
週に1日だったノー残業デーが週3日
に増えた。また、社員が単純作業から
解放され、後回しになっていた別の業
務への注力や、より丁寧なお客様対応
ができるように。労働時間が減った一
方で全体の業務量は1.5倍に増加して

おり、生産性が大幅に向上しているこ
とがうかがえる。
　社内の雰囲気も変わりつつある。こ
れまでは新規の仕事が多くあると現場
から嫌な顔をされることもあったそう
だが、現在は「RPAを活用する前提な
のでできます」と前向きに受けてもら
えるようになった。また、仕事の進め
方を考える習慣が定着したことで効率
化の意識が高まったほか、余裕が生ま

れたことで他部門をフォローしたり、
新たな知識習得に意欲を示したりする
動きも増えてきたという。
　ノー残業デーが増えたことによる給
与面での影響だが、これには基本給を
見直すことで対応している。残業代は
なくなったが事実上の昇給となり、職
員からも好評だという。
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BizRobo!導入によりノー残業デーが週1日から週3日に導入効果

頻度の高い公文書取得業務をRPA化。
作業時間が20分の1に削減

対象業務

経験値が得られない単純作業に
ロボットを活用し、職員の負担を軽減

　導入後、最初に作成したのは公文書
を取得するロボット。作業は「①受信
した公文書を電子申請システムからダ
ウンロード」「②ファイルに名前をつ
け、自社サーバの振り分けられたフォ
ルダへ保存」「③データをレポート
化」「④印刷し発送」というプロセス
で、このうち①〜③までをBizRobo!
が代替している(図1)。人力では1件に

10分ほどかかっていたが、RPA導入
で作業時間が約20分の1に短縮した。
「公文書の取得は大量の反復処理をす
る必要がある作業で、覚えることが多
いわりに労務士としての経験値が得ら
れない。職員にとってもストレスが大
きく、そのためRPA化の優先順位が高
かった」（藤田氏）
　さらにRPA導入と並行して顧問先の
クラウド型人事労務ソフト利用を進め
てシステム上でのデータ共有を可能に
し、これまで印刷・郵送で対応してい

た④をシステム上での送付に変更して
いった。郵送対応の減少により印刷
費・通信費の削減につながり、コピー
機も1台減らせた。
　この他には、求人情報を集約するロ
ボットも稼働中。地域や職種ごとの求
人相場の問い合わせがあった際に利用
するもので、これまで1件あたり5分
ほどかかっていた転記・データの加工
作業が20秒ほどで完了するようにな
り、大幅な効率化を実現した。

（図１）受信した公文書を、電子申請システムからダウンロードし自社サーバへ保存するロボット
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「どこで間違ったか」が学べる
ユーザーコミュニティを高評価

　「労務士の業界ではすでにデジタル
シフトしているツールが多くあるた
め、RPAを導入する際はそれらとの相
性が重要です。この点でBizRobo!は汎
用性が高く、使い勝手が良いと感じて
います。また、業界ではデジタルツー
ルの利用状況は二極化が進んでおり、
まったく使っていないところと積極的
に取り組んでいるところに分かれま
す。今後の生き残りを考える上でも、
当社は活用を進める方針。現場の人間
だからこそ気づける活用法がたくさん
あると思うので、アイデアを出しやす

い仕組み作りや、BizRobo!に触れる時
間の創出なども考えていきたいです」
（藤田氏）
　「BizRobo!は公式のマニュアルや
ユーザーコミュニティがしっかりして
いるのが利点。特にユーザーコミュニ

ティは、『どこで間違ったか』という
失敗事例が学べるのが勉強になりま
す。今後はこれらの情報を参考にしな
がら、事務所内でも広げていきたいで
すね」（森本氏）
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BizRobo!は既存のデジタルツールと相性が良く、
使い勝手に優れている

現場の声

単純作業に強いRPA、応用力がある人間、
それぞれの良さを生かしていく

今後に
ついて

検定制度を活用した資格手当などを導
入し、開発担当者を増やしていきたい

　現在、開発はプログラミング経験の
あった森本氏が担当している。森本氏
はスムーズにBizRobo!の操作を習得
したといい、「作業ステップの整理な
どにはプログラミング知識が生きてい
るが、ロボット開発自体はプログラミ
ングの経験の有無に関係なく習得でき
る難易度だと思う」と話す。

　社内では他にも何人か担当者を育成
中で、藤田氏は「今後は開発まででき
る担当者を増やしていきたい」と意気
込む。BizRobo!の開発スキルを確か
める検定を活用した資格手当や、開発
したロボットへの評価を賞与に反映す
るなど、制度を整えていく見通しだ。
　開発および担当者の教育を行う森本
氏は、「人とRPAそれぞれの良さを生
かしていきたい」と話す。「RPAも労
働者のあり方の一つで、得意不得意が

あります。また、最初はエラーが出た
り極めて単純なことしかできなかった
りしますが、その都度改善して“教え
て”いけば、そのぶんできる業務が拡
大していくのは人間と同じ。一方で、
単純作業を正確にこなしてくれるのが
RPA、応用力があるのが人間といった
ように違いもあります。特性を区別し
ながら、人もデジタルレイバーも育て
ていくことが今後はより必要になると
感じています」（森本氏）

森本 晃太 氏
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お問い合わせ：オープン株式会社は日本国内で長年にわたりRPA事業を展開し、業界・地域を問わず
その活用ノウハウを提供しています。「ヒトの進化を共創する」ことをミッションに掲げ、
BizRobo!をはじめとするRPA関連製品・サービスの提供により、個性が思う存分活かされ、
楽しむ人たちが躍動する未来の実現に向かっていきます。

BizRobo! 検索

もっと情報を知りたい方は

https://rpa-technologies.com

オープン株式会社　〒105-0003 東京都港区西新橋3-3-1 KDX西新橋ビル3F　BizRobo!事務局：Tel 03-6778-0864

※記載している内容は取材日時点の情報です。


